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中世の 自由七学芸 は言語的三 学芸(文 法 ・修 辞学 ・論理学)と 数学

的 四学芸(算 術 ・幾何 学 ・音楽 ・天文学)に 区別 された。 この場合、

音楽 は数学 的学芸 の一 つで ある。 しか し例 えばア ウグステ ィヌスの音

楽論(Dθ 漁3'cα)の 内容 か らす れば、音楽 は必ず しも非言語 的な学芸

で はない。 かれの定義 に よれ ば、音楽 は(聴 こえる ものに限 らず)あ

らゆる動 きを整 える(benemodulari)こ とについての知識(scientia)

で あ る。 メ ロデ ィー は音 の動 きで あ り、 その動 きが音程 と音価 によっ

て整 え られ てい る。 どの様 な音 の動 きが美 的に整 え られ 、調和 をなす

のか を説 明す る学芸 は音楽 であ る。 しか し楽譜 が存 在 していなか った

ア ウグステ ィヌス の時代 にはメ ロデ ィー を分析 す るの は難 しか った。

従 ってア ウグステ ィヌス は主に リズム を議論 の対象 に した。言 葉、特

に韻 文 には リズム があ る。 ラテ ン語 には音節 の長短 が あ り、長 音節 と

単音節 の 間に2対1と い う決 ま った 関係 があ るので、言葉 を並べ るだ

けで も決 まった リズムが成 立す る。韻文 では拍 子 も 自然 に加 わ るので

あ る。ア ウグステ ィヌス は ヴェル ギ リウス、ホ ラーテ ィ ウスな どの韻

文 を引用 しなが ら美 しい リズムの構造 を分析 す るので あ る。 この様 に

音 楽論 の素材 は言葉 なの で、音楽 が定義 され る前 にまず文 法学者 と音

楽学者 の教 える領域 の間 の境界設 定が問題 とされ てい る1。 ア ウグステ

ィヌス の時代 にはまだ 「三学芸」 と 「四学芸」 の分類 がなか った が、

も しア ウグステ ィヌス 自身 がそ うい う分類 を提案 した とす れば、音楽

は文法 ・修 辞学 ・論理 学 とともに言語 的な学芸 に分類 され た とも考 え

られ るだろ う。

以上の様 に、古代で は音 楽 と文学 との深 い関わ りが あった が、近代

ヨー ロ ッパの文化 には文 学 と音楽 が別 々な もの と して成 立 して いるよ

うに見 え る。 歌 曲 とい う、言葉 と音楽 を合 わせ たジ ャンル は あるが、

1S.AureliusAugustinusHipponensis:Dε ハ4お ∫oα1晒 ガ3α,LiberI,cap.1.http://

www.sant-agostino.it/latino/musica/index2.htm
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それは歌詞が前にあって、音楽があとで加えられるのである。 あるい

はメロディーが前にあって、歌詞が与えられ ることもある。歌詞を創

る事と音楽を創 る事は別々な人物に分担 され ることが多く、そ うでな

い場合も、その二つの創作活動は別々なものとして見なされている。

しか しよく考えればこれ はただ伝統的な役割分担で、自然に別れるも

のではない。

例 えば、子供たちが言葉を覚えた り言葉で遊んだ りする場合、その

言葉が繰 り返され るとともに自然にリズムに乗って、いつの間にか何

気 なく歌になる。遊戯 をする時に歌われ る簡単なメロディーは必ず し

も言葉に加 えられた 「別のもの」ではなく、む しろ言葉 自体か ら発生

したものである。

大人の創 る 「詩」は子供の言葉遊び と全 く別 に、音楽 と切 り離れ

た存在だろうか。大人の芸術活動には様々な種類があるので簡単には

いえないが、 しか しもし言葉 を響かせてその音 とその リズムを聴きな

が ら言葉 の音楽的な面を全 く生か していなければ、それは詩ではない

と思 う。詩にそ うい う音楽的な面があるか らこそ、詩は後で歌曲の歌

詞になることができるのである。ある作曲家が詩か ら歌曲を創る時に

は、かれはまず詩に隠れている音楽を生かさなければならない。

しかしキケロが 『Orator』とい う著書で指摘 している様に、言葉の

音楽的な面は韻文に限るものではない。人間が発する言葉が自然に リ

ズムに乗 ることは しばしばあ り、それが美 しい文章の種である2。この

自然な成 り行きを無視 して文章のリズム とメロディーを偶然に任せれ

ば、発音 しやす く、聞き取 りやすい文章を話 した り書いた りす ること

が絶対にできない。古代ではそれが強く意識 され、音楽が修辞学の不

可欠な予備知識とされた3。

この様 に言葉 の議論か ら自然 に音楽の議論 につながるが、逆に音

楽を 「音の芸術」 と見な し、それを言葉から切 り離す ことも無理があ

る。確かにヨーロッパのクラシック音楽は一面的な発展によ り楽器が

発す る純粋な音の存在を強調 し、モーツァル トのシンフォニーの様な

作品は言葉から切 り離 されたものに見えるかもしれない。 しかしモー

ツァル トの作品の中心はメロデ ィーであり、そのメロディーのあ りか

たは韻律論に基づいているところが多い。拍子の中のアクセ ン トの付

け方、メロデ ィーの終止法などは全て強勢アクセン トを持つ ヨーロッ

2MarcusTulliusCicero:07α'07,§ §164-166etpassim.

3例 え ばM.FabiusQuintilianus:1η3'〃 〃"oo翩 碗01,lo,22etpassim.
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パの言語 とその韻律の概念によって説明できるのである。モーツァル

ト時代の音楽教科書や音楽論4を見れば分かる様に、それは偶然に起 こ

った類似性によって後 で加えられた空論ではなく、作曲された時代で

も常に教育で意識 させ られた常識であった。もしモーツァル トが強勢

アクセン トの存在 しないアジアの言語圏に生まれていたら、かれのメ

ロディーの構造もかな り違っていただろう。

文化史的に見れば、歌曲は詩 と音楽の組み合わせから出来たのでは

なく、む しろ詩 も音楽 もそれぞれ歌曲の片面の展開か ら発生したもの

だと見なした方が正 しい と思 うのである。それはヨーロッパの文化に

おいても日本の文化においても当てはまり、例えば 日本語の 「歌」、

ドイツ語の 「Lied」とい う単語の語義変化を辿っても明らかである。

***

今までの話は、外国語教育 とどうい う関わ りがあるだろうか。

言語を習得する時 に、子供は言葉で遊 んで、言葉 に隠 された音楽

を発見 して、言葉の正 しい発音 とその感情的な力を身に付けるのであ

る。それはまず母国語 を習 う場合の話だが、外国語 を習 う時にもある

程度その過程を繰 り返 さなければならないのではないだろうか。

特にその外国語が リズムとメロディーの面で母国語か ら遠 く離れて

いる場合は、その新 しい言語感覚 を基礎から習 う必要がある。例 えば

日本人は ドイツ語を習 う時に次のような問題 を常に抱えている。

1.「 音 節 」 対 「モ ー ラ 」

日本語 はモ ー ラの言語 で あるのに対 して、 ドイ ツ語は音節 の言 語で

ある。 そのモ ー ラ と音節 はそれ ぞれ言葉 の リズ ムを作 る ときの最 小単

位 で あ る。 日本語 のモ ー ラは原則 と して一 つの子音 と一つ の短母 音の

4例 え ばJohannMattheson:Dε 厂vo11んo〃 捌 θηθC卯 ε1伽 ε醜 邵,Hamburgl739,II.Theil,

6.Haupt-St廿ck(S.160-170)etpassim;JohannPhilippKimberger:D'θ κ朋3'漉3面 ηθη

3α 砿θ5加 ∂2厂 ル血5訛,II.Theil,BerlinundK6nigsbergl776,S.105-136;DanielGottlob

TUrk:C1α ソ∫θz3c勧180漉 厂.4ηwθ な耀gz〃 吻Clov'εz3ρ ∫61θηノか ゐθ加 σ 〃η4.乙ε配 θη4θ,Leip-

zigundHalle1789,1.Kap.4.Abschnitt§55,S.91;AugustEberhardMUIIer:κ10v'ε7一

砌4F徽 勿 ・η・一3・伽1θ,・4ε 〃 脚 θ醜 η9Z〃 剛C勿 碆θη 跚49θ8C伽 αC如 ・11θη 勘 ∫θ1・π

わの 漉 γ 加 ∫砌 〃7ε配ε(=GeorgSimonL6hleinsKlavierschule,6.Au乱),Jena:Friedrich

Frommann,1804,S.47;CarlCzemy:陥1Z3'伽 読gθ ∫加o觀 なo乃 ヲrα α おc加1)'α ηq/b舵 一

3c伽1εop.500,3.Theil,Wieno.J.(ca.1839),S.5な ど 。
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組 み合 わせ だが、 ドイ ツ語 の音節 は子音組+母 音組 十子 音組 で、最 も

複雑 な場合 には複数 の子音 と二重 母音 と複数 の子音 か ら構 成 され る。

日本 人が子供 の時 に身 に付 けた リズ ム感 で ドイツ語 の音節 を発 音 して

み ると、それ は一つ の リズ ム単位 で はな く、幾つ かの単位 に分かれ る

ので ある。典 型的 な問題 と しては言葉 の終 わ りに要 らない 母音 を付 け

て音節 の数 を増やす ことが起 こる(ist→isto)。 また短 い母 音付 きの子

音 と単独 の子音 の区別がつ きに くい(Ru£s⇔Ru血s)。 そ して極端 な場

合には複雑 な音節 が多 くの 「モ ー ラ」に分離す る(strei蝕 → しゅとらい

ふす と)。

音 節 を身 に付 け るため に、歌 を歌 う事 は極 めて効 果 的 な方 法 であ

る。特 に簡 単 な民謡 な どにはシ ラ ビック(一 音節=一 音符)な 歌 い方

が普通 で、そ の場合 には発 声の勢 いが必然的 に母 音 に集 中 し、子 音が

母音 と母音 の問に短 く纏 ま る。逆 に ドイ ツ人 が 日本語 で歌 を歌 えば、

ドイ ツ語で は普 通音節 をな さないモー ラ(「 ん」 、 「す 」 な ど)に 一

っずっ 音が 当た るこ と、また ドイ ツ語 で一音節 に纏 まる母 音組(「 あ

い」 、 「おお」 な ど)が 二っ の音 に分かれ る ことによって 、モ ー ラの

考 え方 が 自然 に身 に付 くので ある。

2.強 勢 アクセ ン ト対高低ア クセ ン ト

ドイ ツ語の歌 には言葉の強勢 ア クセ ン トが拍子 のア クセ ン トと一致

す る。 特 に調 子の よい、 リズ ミカル な歌 を歌 えば 、強勢ア クセ ン トの

付 け方 が 自然 に話 し言葉 に近 い もの になる。 そ うい う歌 を歌 えば、本

来 は強勢 アクセ ン トの付 け方 が 自然 に身 に付 く筈 だが、私 の経験 か ら

す ると必ず しもそれ ほ ど簡単 には うま くいかない。 これ は 日本 にお け

る西洋音楽 のあ り方 に原 因が あるのではないか と思 う。

つ ま り、 明治 時代 に西 洋音 楽 が導 入 され た時 に多 くの ヨー ロッパ

のメ ロデ ィー に 日本 語 の歌詞 が与 え られ て、それ が賛美歌 、唱歌 、軍

歌、流行 歌な どとして歌われ る様 になった。有名 な例 はス コ ッ トラ ン

ド民謡 のメ ロデ ィー を使 った 「蛍 の光」で ある。 その メロデ ィー のア

クセ ン トが原歌 の歌詞 のア クセ ン トを厳 密 に反映 してい て、それ に よ

って拍 子が成 立 してい る:

Shouldauldacquaintancebefbrgot

Andneverbrollghttomind?

Should3uldacquaintancebefbrgot
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Anddaysof劉uldlangsyne?

それ を 日本語 で歌 うと、 メロデ ィーのア クセ ン トが音 楽の要素 とし

て残 るが、歌詞 との対応性 が無 くなる:

ほたるのひか り

まどのゆき

ふみ よむつきひ

かさねつつ

この様 に日本人は音楽のアクセン トと言葉のアクセ ン トの不一致に

慣れているので、外国語で正 しいアクセン トで歌 っても自発的にその

アクセン トを話 し言葉 に応用 しない。従って強勢アクセン トを歌で十

分身に付けた後、さらにそのアクセ ン トを話 し言葉にも扱 う練習を十

分 しなければならない。

逆にヨー ロッパの人が 日本語を習 う時に、 日本語の高低アクセン ト

の正 しい発音にかな り苦労する。 日本のわ らべ歌、伝統的な歌い物、

現代の歌曲の一部には言葉のアクセ ン トがメロディーによく反映され

ているので、そ うい う歌を通 して高低アクセン トを身に付けるのも一

つの効果的な方法だ と思 う。ただしこの場合にも教師がそのアクセン

トのあ り方、あるいは話 し言葉の発音 と歌い方の関係に注意 しなけれ

ば、生徒 たちはメロデ ィーの上 り下 りをただ音楽的な要素 として捉

え、教育的な効果が少ない危険がある。

3.韻 律、脚韻

論文を書 く時、あるいは日常の会話では韻律が使われないので、そ

れが外国語教育であま り重視 されていない。 しか し韻律で言語の発音

の性格がもっとも明確に現れる。例えば次に上げる韻律の種類にはそ

れぞれの言語におけるアクセン トの根本的な違いが反映 されている。

古代ギリシア語の一例(ザ ッフォー風スタンザ)

(一=長 音節 、・一短音節、一=長 音節あ るい は単音節)
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ドイツ語 の一例(ハ イネ の 「ロー レライ」)

×○ ×○ ×○ ・(A韻)

×○ ×○ ×Ω(B韻)

×○ ×○ ×○ ・(A韻)

×○ ×○ ×Ω(B韻)

(○=強 音節 、 ×=弱 音節 あるいは二つ の弱音節 、
・=弱 音節 。A韻 は二音節脚韻 、B韻 は一音節脚韻)

古典 中国語 の一例(平 起式五言律詩 、平韻 の場合)

●○○●●

●●●○◎

①●○○●

●○①●◎

●○○●●

①●●○◎

①●○○●

●○①●◎

(○=平 声、●=仄 声、◎=平 韻字、●=平 または仄、

①=仄 または平)

日本語の一例(都 々逸形式5)

×○○OlOOOOIIOOOOIOOO×

×○○OlOOOOIIOOOOO× ××

(○=モ ーラ、×=休 符、1=言 葉の切れ 目)

この四つ の言語の韻文はそれぞれ全 く別 の原則に従 って構成 され

ている。古代ギリシア語では音節の長短、 ドイツ語では強音節の位置

および脚韻、古代 中国語では平仄の順次および脚韻、 日本語ではモー

ラの数 と言葉の切れ 目。翻訳の歌でもその違いが明 らかに現れる。以

下はズィル ヒャー作曲によるロー レライ と近藤朔風によるその和訳の

比較である。(楽 譜 を省略 したが、歌詞の配分 をリズム通 りに示 し

た。)ド イツ語では強調 され る音節 に線を引き、 日本語では言葉の切

れ 目を縦線で表した。真 中の縦線は詩行 と詩行の間の切れ 目である。

5「 都 々 逸形 式 」 は都 々逸 に限 らず 、 ポ ピ ュ ラー な 歌 曲の 歌詞 に よ く見 られ

る詩 形 式 で あ る。 た とえ ば 昭 和57年 の 『兄弟 船 』(星 野 哲 郎 作 詞):「 波 の

1谷 間 に1【命 の1花 が ふ た つ 【並 ん で 目咲 い てい る」 な ど(『 昭 和 思 い 出の う

た 』 野 ば ら社1989年 、424-5頁 よ り引 用)。
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韻律 には伝統があり、言語が変化 しても韻律が変わらない場合があ

る。例えば 日本語の場合には現代語には漢語やカタカナ語が多 くて、

それが 日本語の伝統的な七五調にうまく当てはま らないために、韻文

では避 けられ るこ とが多い。そ して歌 う時には現代語で発音 しなく

なった母音を発音す る場合がある(伝 え:現 代の発音tstae、歌 う場合

tsutae)。 ドイツ語では韻律 を整えるために母音の挿入(sitzt→sitzet)

および省略(goldenes→goldnes)な どが起 こる。従って韻文 と歌曲の

発音をそのまま 日常会話に使えない場合 も少なくない。 しか し歌 う準

備 としてあるていどの韻律分析 をし(あ るいはある程度進んだ段階で

はその分析を学生の課題にし)、 現代の会話体 との違いにも注意すれ

ば、言語の性質 と発音のもっ とも重要な要素が常に意識 され、ふ さわ

しい発音に近づくことが可能になる。

韻文 と歌曲が散文 と文法より深 く記憶に残るのも見逃 してはな らな

い事実である。若い時に ドイツ語 を学習 した 日本人の老人が 「ほ とん

ど全部忘れま したが、シューベル トの歌曲は今で も完全に覚 えていま

す。それは今思い出 しても毎回楽 しくて、 ドイツ語 を習ったことを感

謝しています」などと言っているのをなんども聞いたことがある。

***

歌による言語教育の可能性が今まで全く見逃されたか といえば、そ

んなことはない。特に母国語教育では重視 され、幼稚園と小学校では

歌 うことが語学を支援 し、発音を正すための手段 として認 められて来

ている。明治時代の学校制度に唱歌教育が導入 された時にもこの趣旨

が明らかにされている6。

しか し外国語教育ではどうだろうか。最近は ドイツで も日本でも英

語教育が小学校以前に始まることが多 くなったので、英語による歌唱

も自然に増えつつある。 しかし中学校、高校、大学で新 しく習 う外国

語教育では歌 う機会が極めて少ない と思 う。教科書に歌が全 く載って

いない場合 もあ り7、歌が載っていても、教師がそれを授業で飛ばした

6「 學 校 唱 歌 二用 フベ キ 音 樂 取 調 ノ事 業 二 着 手 ス ベ キ、 在 米 國 目賀 田種 太 郎 、

伊 澤 修 ニ ノ 見 込 書 」 明 治11年4,月8日(『 東 京 芸 術 大 学 百 年 史 東 京 音 楽 学 校

篇 第 一 巻 』 音 楽 之 友 社1987年 、14頁 に掲 載)。

7「 例 え ば初 級 か ら中 級 ま で の ドイ ツ 人 の た め の 日本 語 教 科 書 加 ηgθη勲 θ娩3

Prαん"5酌θ5五θ伽枷 酌 勿 α傭c乃(三 冊 、BerlinundM廿nchen1987)に1ま 歌 が一

つ も載 っ て い な い。
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り、聴 くだけで歌わなかったりする場合が多いようである。

当然なが ら、高校生 と大学生が幼稚園の生徒の様に毎 日歌わなけれ

ばな らないなどとは言わない。 しか し上に述べたように、特に初級 レ

ヴェルでは、新 しい語学の発音 と音声構造 を身に付けるのに歌 と韻律

の勉強が効果的なので、教科書に複数のジャンルに渡るものを教材 と

して載せ、音声教材にその録音を含 め、教師養成で歌の指導法もある

程度教えるべきであると思 う。

この話 を聞いて多 くの教師は 「私の声ではだめだ、私は音痴だ」な

どと言い返すだろう。 しか し語学勉強に必要な歌唱は必ず しもベルカ

ン トが求められているのではない。親が こどもと一緒に歌っている程

度の歌で十分である。発声 とイン トネーシ ョンより、発音 とリズムに

注意すべきである。 もし語学の教師が歌の指導がどうしても出来ない

のであれば、歌の時間だけを出来る先生に任せてもよいだろう。

私は最近東大で第二外国語 ドイツ語の選択授業 として歌のクラスを

指導 している。今年の夏学期には初級のクラスだったが、30人 以上の

生徒が集まっていた。教材の選択では主に歌詞の難易度を考えたが、

音楽のジャンルとしては輪唱、民謡、簡単な芸術歌曲などを選んだ。

授業の最後にはメンデルスゾーン作曲の。OTalerweit,oH6hen"を 四声で

歌った。学生には好評 の授業だった。これだけやれたのは、興味があ

る学生が集まる選択授業だったか らであるが、私は必修クラスでも民

謡や クリスマス ・ソングなどを一学期に少な くとも二曲程度教えて、

それに対 して批判を受けたのは今まで一度 もない。 「もっと歌いたか

った」 という声をよく聞いたのである。

私は音楽室でピアノ伴奏を付けなが らドイツ語の授業を行っている

が、そ うい う最高の条件に恵まれな くても、もした とえば歌の教材に

CDな どが付いていれば、それ をかけながら歌 うことが十分できると思

う。 もし歌による言語教育を本格的に導入するのであれば、様々な教

材の開発が必要になるだろ う。

ドイツ語、イタ リア語、フランス語などには合唱できる歌曲が多い

ので、教材の選択に困ることはない。 日本語を外国人に教 える場合に

はいろいろ問題があるかもしれない。本来は伝統的な歌曲が適 してい

るはずだが、それには合唱で歌えるものが少ない。 日本の作曲家によ

る合唱曲は多 くあるが、その中か ら言語学習に適 している物を選ぶの

は容易ではない。 もっとも初級のレヴェルではわ らべ歌などが適 して

いると思 う。ポ ップ ・ソングにも使えるものがあると思 うが、 日本語
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の自然な発音を生か しているものを選ばなければならない。外国語の

歌による教育を導入するには様々な問題 を解かなければならないが、

明治初期に唱歌教育 を導入 した時 と同様に、まず教材編集か ら始める

のが良いのではないだろ うか。


